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くりはらし

農業委員会だより農業委員会だより

主な内容主な内容主な内容  

あ
き
る
野
市
の

　
　
中
学
生
と

　
　   

餅
つ
き
で
交
流

　

教
育
委
員
会
の
主
催
で
、
友

好
姉
妹
都
市
東
京
都
あ
き
る
野

市
の
中
学
生
と
栗
原
市
瀬
峰
・

高
清
水
地
区
の
中
学
生
た
ち
の

親
善
交
流
会
が
、
８
月
５
日
サ

ン
・
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
栗
駒
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
昼
に
は
、
金
成
や
す
ら
ぎ

セ
ン
タ
ー
で
栗
原
市
の
食
文
化

で
あ
る「
餅
つ
き
」を
、
女
性
農

業
委
員
と
中
学
生
が
体
験
交
流

を
し
ま
し
た
。
杵
で
つ
い
た
餅

は「
ず
ん
だ
餅
」に
し
、
み
ん
な

で
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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農
業
委
員
会
の
新
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
！

　

任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員
会
委
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
７
月
25
日
に
開
催

さ
れ
た
農
業
委
員
会
総
会
に
お
い
て
、
下
記
の
と
お
り
農
業
委
員
会
及
び
各
農

地
部
会
の
委
員
構
成
等
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
改
選
に
よ
り
ま
し
て
、
栗
原
市
農
業
委
員
会
会
長
の
重
責
を
担

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
さ
ら
に
女
性
農
業
委
員
が
８
名
に
増
え
、
今
後
の
栗
原
市
農
業
委
員

会
活
動
の
強
化
と
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
現
在
、
国
内
の
農
業
を
取
り
巻
く
二
つ
の
こ
と
が
重
要
課
題
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

第
一
に
環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
を
現
政
権
の
も
と
、
交
渉
妥
結
さ

れ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
農
業
分
野
で
は
低
価
格
の
輸
入
農
産
物
が
大
量
に

国
内
に
押
し
寄
せ
る
た
め
、
壊
滅
的
な
影
響
を
受
け
、
日
本
の
農
産
物
価
格
が

下
落
し
、
農
業
経
営
を
逼
迫
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

第
二
に
農
地
集
積
及
び
耕
作
放
棄
地
解
消
の
た
め
「
農
地
中
間
管
理
機
構
」

が
設
立
さ
れ
具
体
的
に
動
き
出
し
ま
し
た
。「
中
山
間
地
域
」
に
お
い
て
も
事

業
が
成
立
し
、
耕
作
放
棄
地
解
消
に
繋
が
る
こ
と
に
期
待
し
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
大
変
厳
し
い
農
業
情
勢
の
中
、
皆
様
方
と
共
に
地
域
農
業
の
活

性
化
に
向
け
て
農
業
委
員
会
の
役
割
を
着
実
に
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
、
極
め

て
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を
お
願
い

申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

農
業
委
員
会
委
員
構
成

会　

長　

鈴
木　

康
則　
（
若　

柳
）

会
長
職
務
代
理
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鶯　

沢
）

　
農
地
部
会

第
一
農
地
部
会

　
　
（
築
館
・
高
清
水
・
一
迫
・
瀬
峰
）

◎
大
澤　

洋
介
（
高
清
水
・
公　

選
）

○
佐
竹
き
み
子
（
築　

館
・
公　

選
）

　

門
傳　
　

仁
（
一　

迫
・
公　

選
）

　

熊
谷　

初
美
（
一　

迫
・
議
会
推
薦
）

　

大
場　

次
郎
（
瀬　

峰
・
公　

選
）

　

佐
藤　

秀
男
（
一　

迫
・
公　

選
）

　

佐
藤　
　

仁
（
築　

館
・
公　

選
）

　

及
川　

正
一
（
高
清
水
・
公　

選
）

　

黒
澤　

光
啓
（
一　

迫
・
公　

選
）

　

竹
内　

隆
行
（
築　

館
・
公　

選
）

　

曽
根　

俊
範
（
志
波
姫
・
共
済
推
薦
）

　

佐
藤　

繁
美
（
築　

館
・
公　

選
）

　

狩
野　

和
義
（
一　

迫
・
公　

選
）

　

狩
野　

忠
一
（
一　

迫
・
公　

選
）

　

曽
根　

金
雄
（
築　

館
・
公　

選
）

　

米
山　

嘉
彦
（
瀬　

峰
・
公　

選
）

第
二
農
地
部
会

　
　
（
若
柳
・
金
成
・
志
波
姫
）

◎
小
野　

大
介
（
若　

柳
・
公　

選
）

○
多
田　

仁
一
（
金　

成
・
公　

選
）

　

千
葉　

和
惠
（
志
波
姫
・
公　

選
）

　

佐
々
木　

弘
（
志
波
姫
・
公　

選
）

　

岩
淵

一
（
若　

柳
・
公　

選
）

　

佐
藤　
　

勝
（
金　

成
・
公　

選
）

　

上
山
喜
志
雄
（
若　

柳
・
公　

選
）

　

阿
部　

政
紀
（
若　

柳
・
公　

選
）

　

阿
部　

一
信
（
金　

成
・
公　

選
）

　

氏
家　

勝
子
（
志
波
姫
・
公　

選
）

　

尾
形
陽
一
郎
（
志
波
姫
・
公　

選
）

　

鈴
木　

春
江
（
若　

柳
・
公　

選
）

　

熊
谷　

ゆ
り
（
金　

成
・
議
会
推
薦
）

　

鈴
木　

康
則
（
若　

柳
・
公　

選
）

　

小
野
寺
茂
樹
（
金　

成
・
公　

選
）

　

佐
々
木　

剛
（
若　

柳
・
土
改
推
薦
）

　

阿
部　

正
一
（
金　

成
・
公　

選
）

　
第
三
農
地
部
会

　
　
（
栗
駒
・
鶯
沢
・
花
山
）

◎
佐
々
木
吉
司
（
栗　

駒
・
公　

選
）

○
狩
野　

正
行
（
鶯　

沢
・
公　

選
）

　

佐
藤　

み
き
（
栗　

駒
・
議
会
推
薦
）

　

岩
渕　
　

弘
（
栗　

駒
・
公　

選
）

　

伊
藤　

重
行
（
栗　

駒
・
公　

選
）

　

大
場　

裕
之
（
築　

館
・
農
協
推
薦
）

　

土
井　

孝
敏
（
栗　

駒
・
公　

選
）

　

（
鶯　

沢
・
公　

選
）

　

千
葉　

優
子
（
花　

山
・
公　

選
）

　

佐
藤　

憲
一
（
栗　

駒
・
公　

選
）

　

一
志
（
栗　

駒
・
公　

選
）

　

秋
山　

憲
義
（
栗　

駒
・
公　

選
）

　

狩
野　

善
典
（
花　

山
・
公　

選
）

　

※
◎
農
地
部
会
長

　
　

○
農
地
部
会
長
職
務
代
理
者

栗
原
市
農
業
委
員
会

　
　 

会 

長
　
鈴す
ず

　
木き

　
康や
す

　
則の
り

会
長
の
あ
い
さ
つ
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農業者年金に加入しましょう ! 農業者年金は農業者の方なら広く加入できる年金です。
詳しくは、農業委員会事務局へお問い合わせください。　電話　４２−１２３９

 

　農地法に基づく許認可、遊休農地の解消、認定農業者等への農地の利用集積、農業者年金
への加入、そのほか農地に関するご相談は、各地区の担当農業委員または農業委員会事務局
までお問い合わせください。

各地区の担当農業委員を紹介します！各地区の担当農業委員を紹介します！

築館地区
曽　根　金　雄 （上町、南町、中町、西町、北町、

　下町、東町、伊豆一区、伊豆二区、
　駅前、坂下、館下、赤坂、成田、
　佐野、萩沢、高森）

佐　竹　きみ子 （下萩沢、中照越、下照越）
大　場　裕　之 （蟹沢、八沢、上照越）
佐　藤　　　仁 （横須賀、太田）
竹　内　隆　行 （秋山、本木、八幡町、宮野上町、

　宮野下町、留場北、留場南、芋埣）
佐　藤　繁　美 （花の木、大堀、黒瀬、沖富、根岸）

若柳地区
（三田鳥、下在、北浦、中町）

小　野　大　介 （有賀、上在、町舘、新町一、
　新町二）

阿　部　政　紀 （大林一、大林二、福岡）
上　山　喜志雄 （元町一、元町二、元町三、片町一、

　片町二、大袋、荒町、並柳、
　十文字、我門、北二股）

佐々木　　　剛 （新山、上町、南大通、下町一、
　下町二、八木、川原、南二又、
　大目、新田）

鈴　木　春　江 （大畑、峯、内谷川）
鈴　木　康　則 （かけ、米ヶ浦一、米ヶ浦二、多賀）

栗駒地区
伊　藤　重　行 （耕英、滝ノ原、日照田、馬場、

　三丁、若木）
佐　藤　憲　一 （茂庭町、六日町、八日町、四日町、

　東方区、下小路、上小路上、
　上小路下、中野上、中野下、上野）

　　　　一　志 （猿飛来上、猿飛来下）
土　井　孝　敏 （里谷、深谷、鳥沢下、鳥沢北、

　鳥沢南）
佐々木　吉　司 （荒砥沢、新田、角ヶ崎、川東、

　川西、山口、中文字、下文字）
岩　渕　　　弘 （八幡、桜田上、桜田下、菱沼、

　栗原根岸、栗原沖）
佐　藤　み　き （芋埣、渡丸、泉沢、田高田、

　町田、西田）
秋　山　憲　義 （高松、清水田、宝領、大鳥西、

　大鳥中、大鳥東）

高清水地区
大　澤　洋　介 （1区、2区、3区、4区、5区、

　6区、7区）
及　川　正　一 （8区、9区、10 区、11 区、12 区、

　13 区）

一迫地区
狩　野　和　義 （大館、竹の内、曽根、姫松南沢、

　畑）
黒　澤　光　啓 （南沢、保呂羽、輝井、八幡）
佐　藤　秀　男 （本町、中町、荒町、清水一、

　清水二）
熊　谷　初　美 （本沢、一本松、狐崎１、狐崎２、

　姫松南沢、畑、片子沢）
狩　野　忠　一 （嶋躰、清水目、東町、金田中町、

　新町、滝野、川北、大崩）
門　傳　　　仁 （高橋下、高橋上、荒町下、荒町上、

　大川口上、大川口下）

瀬峰地区
大　場　次　郎 （野沢、泉谷、下荒町、上荒町、

　牛渕、川前、上富、下富、
　宮小路原、藤田）

米　山　嘉　彦 （下田、下藤沢、瀬嶺、新田沢、
　中藤沢、上藤沢、小深沢）

鶯沢地区
　 （秋法上、秋法下、八沢、日向、

　堰根）
狩　野　正　行 （駒場上、駒場下、袋）

金成地区
阿　部　正　一 （宇南、沢辺上、沢辺下、姉歯上、

　姉歯下、梨崎下沢辺、小堤）
多　田　仁　一 （北、畑一、畑二）
熊　谷　ゆ　り （南一、南二、東）
小野寺　茂　樹 （有壁一、有壁二、有壁三、

　上片馬合、下片馬合）
阿　部　一　信 （末野、藤渡戸、赤児、普賢堂）
佐　藤　　　勝 （小迫、岩崎平形、大原木）

志波姫地区
尾　形　陽一郎 （宮中、山の上、里）
氏　家　勝　子 （荒町、橋本、大平、間海）
千　葉　和　惠 （上、中、下）
曽　根　俊　範 （南、新田、熊谷）
佐々木　　　弘 （十文字、城内、町、北）

花山地区
狩　野　善　典 （宿、程野、小豆畑、天ケ沢、座主、

　花山沢、北ノ前、松ノ原）
千　葉　優　子 （荒谷、大笹、上原、金沢、中村、

　浅布）
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農
業
委
員
会
の
活
動
方
針
、
総
会

議
案
、
各
種
委
員
研
修
会
等
に
つ
い

て
検
討
を
行
う
栗
原
市
農
業
委
員
会

運
営
委
員
会
を
平
成
26
年
８
月
８
日

に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
①
平
成
26
年
度
栗
原
市

農
業
委
員
会
総
会
予
定
、
②
「
農
業

委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
」
の
改
正

に
む
け
た
組
織
討
議
、
③
各
種
農
業

委
員
研
修
、
④
水
稲
等
作
柄
状
況
調

査
の
実
施
、⑤
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル（
農

用
地
利
用
状
況
調
査
）
の
実
施
、
⑥

栗
原
市
農
業
委
員
会
荒
廃
農
地
復
元

モ
デ
ル
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
協
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
農
業
委
員
会
等
に
関
す

る
法
律
の
改
正
に
む
け
た
組
織
討
議

に
つ
い
て
は
、
法
改
正
に
つ
い
て
閣

議
決
定
を
受
け
法
整
備
が
進
む
な
か
、

地
域
農
業
者
の
不
利
益
に
な
ら
な
い

よ
う
農
業
委
員
会
と
し
て
関
係
機
関

へ
意
見
を
提
出
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

農
業
委
員
会
運
営
委
員
会

農
業
委
員
会
の
適
正
か
つ
円
滑
な
運
営
に
向
け
て
…

　
　
　

８
月
８
日
（
金
）
／
栗
原
市
役
所
金
成
庁
舎

▲運営委員会の様子

■
運
営
委
員
会
委
員
構
成

　

委　
員　
長　

鈴　

木　

康　

則

　

副
委
員
長

　

委　
　

員　

大　

澤　

洋　

介

　

委　
　

員　

佐　

竹　

き
み
子

　

委　
　

員　

小　

野　

大　

介

　

委　
　

員　

多　

田　

仁　

一

　

委　
　

員　

佐
々
木　

吉　

司

　

委　
　

員　

狩　

野　

正　

行

　

委　
　

員　

黒　

澤　

光　

啓

　

委　
　

員　

大　

場　

次　

郎

　

委　
　

員　

佐
々
木　
　
　

弘

　

委　
　

員　

狩　

野　

善　

典

農
業
委
員
会
農
政
委
員
会

栗
原
市
の
農
業
振
興
を
目
指
し
今
後
の
活
動
方
針
が
決
定

　
　
　

８
月
８
日
（
金
）
／
栗
原
市
役
所
金
成
庁
舎

　

栗
原
市
の
農
業
振
興
を
図
る
た
め
、

農
業
委
員
が
調
査
研
修
を
行
う
目
的

で
栗
原
市
農
業
委
員
会
農
政
委
員
会

を
平
成
26
年
８
月
８
日
に
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
農
政
委
員
会
は
、
農
業
委

員
の
任
期
満
了
に
伴
う
改
選
後
初
め

て
の
開
催
の
た
め
、
委
員
長
及
び
副

委
員
長
の
選
任
を
行
い
、
今
後
の
活

動
方
針
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い

て
協
議
い
た
し
ま
し
た
。

　

狩
野
委
員
長
を
座
長
と
し
、
委
員

か
ら
は
、
農
業
制
度
の
研
修
の
実
施

の
必
要
性
や
建
議
に
関
す
る
事
項
、

指
定
廃
棄
物
最
終
処
分
場
設
置
に
係

る
農
産
物
へ
の
被
害
を
懸
念
す
る
意

見
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
長
が
、
委
員
か
ら
の
意
見
を

集
約
す
る
形
で
、
今
後
の
活
動
方
針

と
し
て
、
農
業
後
継
者
育
成
の
重
要

性
を
考
慮
し
た
調
査
研
修
を
継
続
的

に
進
め
る
こ
と
を
取
り
決
め
ま
し
た
。

▲農政委員会の様子

■
農
政
委
員
会
委
員
構
成

　

委　
員　
長　

狩　

野　

和　

義

　

副
委
員
長　

尾　

形　

陽
一
郎

　

委　
　

員　

佐　

藤　

繁　

美

　

委　
　

員　

上　

山　

喜
志
雄

　

委　
　

員　

土　

井　

孝　

敏

　

委　
　

員　

及　

川　

正　

一

　

委　
　

員　

米　

山　

嘉　

彦

　

委　
　

員　

狩　

野　

正　

行

　

委　
　

員　

阿　

部　

一　

信

　

委　
　

員　

千　

葉　

優　

子

　

委　
　

員

　

委　
　

員　

鈴　

木　

康　

則
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農業者年金に加入しましょう ! 農業者年金は農業者の方なら広く加入できる年金です。
詳しくは、農業委員会事務局へお問い合わせください。　電話　４２−１２３９

市
町
村
新
任
農
業
委
員
研
修
会

農
業
委
員
と
し
て
の
知
識
を
研
修

　
　
　

８
月
６
日
（
水
）
／
仙
台
市

　

連
日
の
強
い
日
差
し
が
照
り
つ
け

る
中
、
８
月
６
日
仙
台
市
の
ホ
テ
ル

白
萩
に
お
い
て
、
県
下
１
４
０
名
ほ

ど
、
当
委
員
会
か
ら
12
名
の
出
席
の

も
と
、
平
成
26
年
度
市
町
村
農
業
委

員
会
新
任
農
業
委
員
研
修
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

研
修
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

農
業
委
員
会
制
度
と
農
業
委
員
会
系

統
組
織
を
巡
る
情
勢
や
農
地
法
の
概

要
、
そ
し
て
、
農
業
委
員
の
日
常
活

動
な
ど
農
業
委
員
と
し
て
の
基
本
的

な
知
識
を
研
修
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
政
府
が
６
月
10
日
決
定
し

た
農
業
委
員
会
改
革
に
多
く
の
委
員

が
関
心
を
持
た
れ
た
よ
う
で
し
た
。

私
も
今
後
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い

く
の
か
見
守
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
研
修
を
終
え
て
、
改
め
て

農
業
委
員
の
果
た
す
役
割
の
重
要
性

を
学
び
ま
し
た
。
今
後
、
農
地
の
確

保
と
有
効
利
用
や
地
域
農
業
の
振
興
、

そ
し
て
、
農
業
者
の
要
望
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
言
う
強
い
思
い
を
抱
か

さ
れ
た
大
変
有
意
義
な
研
修
会
で
し

た
。

　

農
業
委
員
会
で
は
平
成
26
年
１
月

20
日
の
総
会
に
お
い
て
、
指
定
廃
棄

物
最
終
処
分
場
の
建
設
に
反
対
す
る

決
議
を
し
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
全
員
に
よ
る
栗
駒
地
区

の
深
山
嶽
の
現
地
確
認
を
地
域
住
民

の
会
代
表　

菅
原
敏と

し

允の
ぶ

様
（
栗
駒
文

字
）の
案
内
で
行
い
ま
し
た
。

　

深
山
牧
場
か
ら
は
歩
い
て
現
地
入

り
し
ま
し
た
が
、
途
中
、
い
た
る
所

で
亀
裂
が
あ
り
候
補
地
両
側
で
は
大

規
模
な
崩
落
を
確
認
し
ま
し
た
。
深

山
嶽
地
域
は
平
成
20
年
岩
手
・
宮
城

内
陸
地
震
で
大
規
模
な
崩
落
が
発
生

し
た
地
域
で
す
。
指
定
廃
棄
物
最
終

処
分
場
が
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
原
発
事
故
後
の
被
害
や
風
評
被

害
に
照
ら
し
て
も
、
栗
原
市
の
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
に
及
ぼ
す
影
響
は

計
り
知
れ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
営
が

深
刻
な
打
撃
を
被
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

現
在
も
国
、
県
と
候
補
地
３
市
町

の
協
議
が
継
続
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
将
来
の
世
代
に
禍

根
を
残
す
こ
と
に
な
り
、
指
定
廃
棄

物
最
終
処
分
場
の
建
設
に
強
く
反
対

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
改
め
て
思

い
ま
し
た
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
（　
　
　
　

委
員
）

▲研修会のようす

委
　
員
　
佐
　
藤
　
　
勝

農
業
委
員
会
委
員
研
修
会

指
定
廃
棄
物
最
終
処
分
場
詳
細
調
査
候
補
地
を
視
察

　
　
　

６
月
16
日
（
月
）
／
栗
駒
地
区
深
山
嶽

▲深山嶽崩落場所を調査
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みんなで、読もう ! 　全国農業新聞 発行日　毎週金曜日　購読料／１ヶ月600円（送料込）
お申し込みは・お問い合わせは、栗原市農業委員会事務局まで　電話　４２−１２３９

○右記に該当する農地については、
　農業委員会が所有者等へ

　します。

○右記に該当する農地については、
　農業委員会が所有者等へ

　します。

指導対象農地
①１年以上耕作されず、続く見込み
②周辺と比べ低利用
③その他違反転用など

農地パトロール
（利用状況調査）
農地パトロール
（利用状況調査）

　農業委員により毎年実施するこのパトロールは、遊休農地の把握と発生防止、
農地の違法転用がないかなど確認しています。

　今年も市内の農地が　　　　　　　　　　　　　　　　　を調査しますので、
ご協力お願いします。

　農業委員により毎年実施するこのパトロールは、遊休農地の把握と発生防止、
農地の違法転用の有無を確認しています。

　今年も市内の農地が　　　　　　　　　　　　　　　　　を調査しますので、
ご協力お願いします。

適正に利用されているか適正に利用されているか

適正利用について指導適正利用について指導⇨
気を付けましょう！！気を付けましょう！！気を付けましょう！！気を付けましょう！！

　秋の農作業は始まる時期となりました。毎年、農作業時の事
故が多発しております。事故が起きないように、当たり前の作
業でも安全確認することが大切です。
　また、トラクターなど農作業機械での公共道路を通行する際
は、土などが道路に落ちないよう、通行時のマナーに心がけま
しょう！



農業者年金に加入しましょう ! 農業者年金は農業者の方なら広く加入できる年金です。
詳しくは、農業委員会事務局へお問い合わせください。　電話　４２−１２３９
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農
家
相
談
コ
ー
ナ
ー

Ａ Ｑ　　
　

許
可
を
受
け
ず
農
地
の
転
用
を
行
っ
た
場
合
、
ど
う
な
る
の
で

　
　
し
ょ
う
か
。

「農業者年金」に加入しませんか？「農業者年金」に加入しませんか？
農業者年金は、あなたの老後
をがっちりサポートします。

年金は家族一人ひとりが
準備することが大切です！

あなたの老後の備えは
十分でしょうか？

あなたが、60歳未満 の国民年金の 第 1 号被保険者 なら、

年間60日以上農業に従事 していれば、農業者年金に加入できます。

　・終身年金で８０歳までの保証付き！
　・税制上の優遇措置！
　　　（支払った保険料は全額社会保険料控除）
　・保険料の額は自由に決められます！
　　　（月額 2万円～６.７万円）
　・一定の要件を満たす方は保険料の国庫補助が
　　あります！

農業者年金のメリットは・・・ 少子高齢時代に強い
　 積立方式の年金です！

お問い合わせは…
　栗原市農業委員会事務局
　　　　☎４２－１２３９
　ＪＡ栗っこ推進企画課
　　　　☎２３－２１１５

　
　

違
反
転
用
に
対
す
る
処
分
等
が
あ
り
ま
す
。

一
、
農
地
の
転
用
を
行
う
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
農
地
の
転
用
許
可
を

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　

ま
た
、
農
地
の
転
用
に
係
る
許
可
を
受
け
て
も
、
そ
の
時
の
転
用
目

的
を
変
更
す
る
場
合
に
は
、
事
業
計
画
の
変
更
等
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。

二
、
仮
に
、
許
可
を
受
け
ず
無
断
で
農
地
を
転
用
し
た
場
合
や
、
転
用
許

可
に
係
る
事
業
計
画
ど
お
り
に
転
用
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
農
地
法

に
違
反
す
る
こ
と
と
な
り
、
国
ま
た
は
知
事
か
ら
工
事
の
中
止
や
原
状

回
復
等
の
命
令
が
な
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　

そ
の
際
、
現
状
回
復
等
の
命
令
に
定
め
る
期
日
ま
で
に
命
令
に
係
る

措
置
を
講
ず
る
見
込
み
が
な
い
と
き
な
ど
、
国
ま
た
は
知
事
が
自
ら
原

状
回
復
等
の
措
置
を
講
ず
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　

な
お
、
そ
の
費
用
は
、
原
則
違
反
転
用
を
し
た
者
か
ら
徴
収
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

三
、
違
反
転
用
や
原
状
回
復
命
令
違
反
に
つ
い
て
は
、
個
人
に
あ
っ
て
は

三
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
三
百
万
円
以
下
の
罰
金
、
法
人
に
あ
っ
て
は

一
億
円
の
罰
金
と
い
う
罰
則
の
適
用
も
あ
り
ま
す
。



あ や め の 里
☎0228-57-6151（定休日　第1・3火曜）

あ や め の 里
☎0228-57-6151（定休日　第1・3火曜）

直売所でみ～つけた!直売所でみ～つけた!直売所でみ～つけた!
　栗原市一迫の一迫総合支所の向かい側にある「あやめの里」にお邪魔しました。こちらの直売所は、
平成12年４月にオープンしました。地元の木材を使った建物は、古民家のような造りで、どこか懐かし
さを感じます。
　お邪魔した８月12日はちょうどお盆セール中で、たくさ
んの方が訪れており、店内には新鮮な野菜や米、お盆用の
お花、特産品などが販売されていました。店舗の外では、
流しそうめんなどが振る舞われており、お客様の笑顔がと
ても印象的でした。　　　
　鎌田館長さんは、「県内外たくさんのお客様にお越しいた
だき感謝しております。平成20年と平成23年の地震の際、
この直売所も多大な被害を受けましたが、関係機関のご尽
力により復興することができました。これからも心安らぐ
物産の館として地域の皆さんとがんばります。」と話してい
ました。 ▲ぜひお立ち寄りください！

農
業
し
た
い
ま
ち 

栗
原

農
業
し
た
い
ま
ち 

栗
原

　

瀬
峰
川
前
地
区
の
片
倉
栄
治

さ
ん（
39
）は
、
両
親
、
妻
、
子

供
３
人
の
７
人
家
族
で
、
主
に

長
ネ
ギ
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

現
在
は
、
長
ネ
ギ
の
露
地
栽

培
を
２
・
５
ha
、
水
稲
を
７
ha

経
営
し
て
お
り
、
両
親
の
他
、

秋
冬
の
忙
し
い
時
期
は
数
人
に

お
手
伝
い
し
て
も
ら
い
市
場
や

加
工
業
者
な
ど
へ
出
荷
し
て
い

ま
す
。

　

栄
治
さ
ん
は
、
会
社
に
勤
め

な
が
ら
10
年
前
か
ら
長
ネ
ギ
栽

培
を
研
究
し
て
来
て
お
り
、
今

後
の
農
業
経
営
を
考
え
て
、
３

年
程
前
か
ら
、
通
年
で
収
穫
で

き
る
長
ネ
ギ
を
本
格
的
に
栽
培

し
始
め
ま
し
た
。

　

長
ネ
ギ
は
土
壌
づ
く
り
が
一

番
大
切
で
、
堆
肥
を
調
整
し
た

り
、
土
の
状
態
で
出
荷
時
期
を

決
め
作
付
け
し
て
い
る
そ
う
で

す
。

　
「
や
っ
と
長
ネ
ギ
栽
培
が
軌

道
に
乗
っ
て
き
た
の
で
、
将
来

は
、
栽
培
面
積
を
増
や
し
、
年

間
を
通
し
て
長
ネ
ギ
を
出
荷
で

き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た

い
。」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

国
で
は
規
制
改
革
会
議
の
農
業

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
、
農
業
委

員
会
、
農
協
、
農
業
生
産
法
人
の
組

織
を
見
直
し
す
る
改
革
に
関
す
る
意

見
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
予
算
措
置
も
さ
れ
て
本

格
的
に
検
討
さ
れ
る
見
通
し
で
、
具

体
的
に
農
業
委
員
会
の
位
置
付
け
が

提
案
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

　

農
業
委
員
会
だ
よ
り
も
、
こ
れ
か

ら
の
農
業
経
営
に
必
要
な
情
報
を
い

ち
早
く
、
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
し

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

（　
　
　
　

委
員
）　

編 

集 

後 

記

編 

集 

後 

記
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将
来
は
年
間
を
通
し
て

　
　
　
　
　
長
ネ
ギ
を
出
荷
！

▶
片
倉
さ
ん
の
お
子
さ
ん
と
一
緒
に

　
ハ
イ
チ
ー
ズ
！

　

委　
員　
長　

　

副
委
員
長　

及　

川　

正　

一

　

委　
　

員　

伊　

藤　

重　

行

　

委　
　

員　

氏　

家　

勝　

子

　

委　
　

員　

狩　

野　

忠　

一

　

委　
　

員　

狩　

野　

正　

行

　

委　
　

員　

佐　

藤　
　

勝

　

委　
　

員　

鈴　

木　

春　

江

　

委　
　

員　

曽　

根　

金　

雄

　

委　
　

員　

千　

葉　

優　

子

　

委　
　

員　

米　

山　

嘉　

彦

　
編
集
委
員
会

　
　
　
　
委
員
の
紹
介


